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＊＊＊＊編集後記＊＊＊＊ 

３月１１日の東日本大震災で犠牲になら

れた方々には深く哀悼の意を表し、被災さ

れた方々に心よりお見舞い申し上げます。 
震災後、「絆」という言葉をよく見かける

ようになりました。この言葉は「宗教」哲

学を看板に掲げる私たちの研究室に深くか

かわるものであります。いかなる「絆」を

いかにして語り出していくことができるの

か、本紀要がそうした問いになんらか応答

しうる思索の場となればと願っておりま

す。 
今号には公募論文を四本掲載することが

できました。研究室の若手の活発な活動を

お伝えできたのではないかと思っておりま

す。編集委員の先生方にはお忙しいなか査

読していただきました。ここに記して深く

感謝いたします。 
（根無一行記） 
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